
「もしも病気にならなかったら」 

                              あわ ひろみ 

ママ、もしも僕が病気にならなかったら、どんなだったろうね 

 好きな物食べて 

 好きなことして 

 いっぱい遊んで… 

だけどね、病気になってなかったら、もしかしたらこんなにママと一緒にいられなかった

かな… 

 

ふつうに生活できる子供たちが、いいなと思う 

うらやましいし、ぼくには夢の中の世界… 

 

僕が友達だったら教えてあげるのに… 

  したいこと、やってみたいことを諦めないで生きていけるのって、本当に幸せなこと

なんだよって 

  大丈夫！君には沢山のチャンスが与えられているんだよって 

 

元気な子供たちに教えてあげたいね 

  学校に行けるのって…  幸せなこと 

  友達と走り回れるのって…  幸せなこと 

  ご飯をおいしく食べられるのって…  幸せなこと 

  点滴がないのって…    

  体が楽なのって… 

  わがまま言えるのって… 

  我慢しなくていいのって…  

したいこと、やりたいことをそうしたいと素直に思えること 

                   そうできること 

                   自由であること 

 

その子たちも、悲しい事も、くやしい事も、ままならないこともあるかもしれない 

だけど、やっぱり幸せだね 

      きっとそれでも幸せだってことに気がつかないくらい幸せなんだよ 

  


